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緒

 申櫃祠1経系の微細解剖學的研究は，既に17世

紀より試みられたが，19世紀の末期，Golgi氏

鍍銀法（1883）並にWeigert氏髄鞘染色法（1884）

が創始されてから急速の進歩を途げた．今日我

々の有する申櫃祠脛系に關する微細解剖學的知

識の基礎は，概ね此の時代の業績に負ふ所が多

く，之に依づて我々は，帥畔織維は瀞経細胞よ
       へり糊するものであると言ふ事事を識る事が耳蝉

た．    ’

 一方之より巽i1846年：Brown－S6quardは有名

な脊髄孚裁症候群の臨床的，－生理學的観察か

ら，人闇に於ける知畳維路は，脊髄に入ってよ

り問もなく謝側に交叉し，封側の脊髄孚側を上

行するものであると主張した．此の見解は温品

に關する黙を除き，その後の臨床的或は實験生

理學的観察に依って概ね肯定さる玉に至り，叉

之に封ずる形態學的講澄もある程度迄達成さる

瓦に至ったが，此等の知畳電導経路の脊髄内交

叉を論誰する解剖學的根糠は，今日伺十分とは

言ひ難VO．、

 此等の繊維群が脊髄の一回目の今宮に移行す

る爲に通過し得る部分は，前婦蓮（白並に友白）

及後交連（友白）の爾者の外にはなv・．爾交連部

に，之を通過する形を成して多藪の織維群のあ

る事はGolgi ii）Caja130）以來多数の學者に依っ

て認められて來たが，此等の織維群，特に之と

言

脊髄内交叉性知畳傳導経路との關係に就ては，

甚だ暖昧な黙が少くなV・．EPち此の黙に關する

最：初の記載者であるEdiDger 4）5）は，知毘傳

導に關係のある繊維群は前交蓮を交叉すると

述べ，Schaffer 34）， Mott 25），：Fried1甑der 8），

Tschermak 38）， Kohnstamm 12）等も之に賛成し，

一一 ?ﾉ後交蓮を重凹しなV・のに：反し，Caja130）

は後交連に多数の繊維群のある事を誰明し，

Auerbach 1），：K：6】liker 13），：Lenhoss6k 22）等は此の

繊維群の一部は，封側に交叉する知畳性の織維

であらうとし，特に：Bechterew 2）は皮膚知畳引

導を司る織維群は，後交蓮を通過すると主張

し，A，uerbach i）及しenhoss6k 23）’も，知畳傳導

経路の交叉が，前交蓮に於て行はれるとせねば

ならぬ根糠は認められなV・と附言して居る．

 斯くの如く，交連部通過繊維群の本態，特に

之と脊髄内交叉性知畳傳導経路との關係に就て

は，現今確定読を見出し難い歌態であるが，典

の問題の解決を困難ならしめた最大の理由とし

ては，如何なる機能を澹當する後根性知畳繊維

が，何んな過程を経て，どの脊髄内交叉性知畳

傳導経路に結合するかに關する知見が，從來殆

ど未解決だつた事を墨げなければならない．

 久留敏授15）16）17）18）19）20）21）は，癌末期患者

等の救ふべからざる激痛綾和の爲に，前働索切

断を施行された多数脳脊髄の，詳細なMarchi
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Niss1及槍索の結果止，精密な臨床的観察所見

との封比から，脊髄内で交叉する上行性知畳傳

導経路に：は少くとも三聖路がある事を確認さ

                     ぬれ，同時に此等の下路の起始，走行，終末，機

能等を明かにせられたが，此の業績は交連部通

過織鹿島の分類特に之と脊髄肉交叉性知三品

導経路との關係の閾明に向って少からざる寄與

を與へ得たものと信ぜられる．

 余は幸に，人胎見脊髄にGolgi及Caja1爾氏

の鍍銀法を施行してその結果を槍討し，胡国を

教室門門の入下見髄鞘護生標本と比較槍討する

機會を與へられたので，蚊にその所見を述べ，

併せて如上の問題に些か考按を加へ度V、’と思

ふ．

 槍索の樹象

 中福紳経系に於ける微細解剖學的知見は，從來圭と

して下等脊椎動物に於ける糠索に貢う所が多く，高等

哺乳動物特に入聞に於ける構造も之より類推し得る

ものとは多くの學者の暗ぐ裡に假定した所であり・

Scha仔er34）の如きは，下等脊椎動物に認められる神経

汝路は，必ず高等脊椎動物にも認められるものと間じ

て居るが，人骨藤間並に脊髄の構造が極めて特異性の

彊いもので，極めて原始的な経路に於てさへもその走

行，護達に於て猿を含む一般哺乳動物と多大の径庭の

存する事は丁丁久留叡授の指摘せられた所である．此

の意味に於ける危険性を除外せんが爲，余の研：究は総

て三農児三二をi丁丁とした．検索の過程に於て胎生4

ケ，月未満のものは三等の研究の罫象として不十分であ

る事が判明したので，爾後専：ら6ケ月以後の胎児二丁

を丁丁の目標とした．槍索材料は日赤産院初め公私立

各病院，産婦入科醤院等に於て，入工流産ぜられた胎

児の死亡せるものを用ひた．此の研究に寄せられた申

郷，小牧，荒木，設樂，川越児等の御厚意を感謝す

る．

 二三の方法

 中福紳脛系の微細構造を現はす手段としてのGolgi

或はCajal Golgi氏の鍍銀法の優秀性は既に認められ

た所である．     ．

 周知の如くCaja1氏鍍銀法は，神経細胞及その突起

を，悉黒の「クローム銀像で表現するのであるが，総

ての紳経細胞残は突起を表現するものではなく，何等

かの原因に依って，その一部のものを，選三二に表現

し來る性質があるので，或る特定の細胞からの融経突

起の走行を探究するのに不可鉄であるが，惜しむらく

は紳経繊維を長く追求し難い敏織がある．

 Cajal氏鍍銀法は，紳経回繊維の還元銀像に依って，

神経細胞及顧経繊維を表現するもので．あるが，特に微

検索の封象並に方法

      細な門経繊維群を追求するのに適當である．

 余の門門の勤象は，主として交蓮部を通過する微細

な繊維群にあるので，先ずCajal氏鍍銀標本所見を主

とし，之にGolgi氏鍍銀標本及髄鞘野生標本灰見を加

へて橡干する事とした．

 Golgi氏鍍銀法の原法に予ては，前虞理として「ア

ルコール系固定液を使用して居るが，二丁の如き細小

なる裁片では，組織特に顧経繊維の萎縮，門形を招き，

微細な神経繊維を追求するには適當でない．余は「フ

オルモール系固定液で塵恐した材料に，後述の「ゲラ

チン銀液法を併用する事に依って，微細な繊維迄表現

する事に特効した．

 Golgi氏鍍銀法には，迅速法，緩漫法並に混合法が

ある．Golgi自身は後二者の方法を愛用したが， Gaja1

が迅速法を採用して以來，之を利拐する者が少くな

い．余も亦迅速法を下用したが，從來水溶液として使

用された硲酸銀液を，等量の2％ゲラチン液と混和

し，所謂「ゲラチソ原液として作用せしむる事に依っ

て，從來の方法では裁片外表或は内部間隙に纒著する

厚き「クローム銀結晶並に組織内部に往々生ずる無意

昧な銀沈著を防止する事が出來た．此の種の方法は藤

田9）が血球鍍銀に懸等して有敷な事を述べて居る．

 鍍銀された藏片は，迅速に「ツエロイヂン包埋し，

Golgl法では70～100μに切片調製の上型の如く無蓋

封鐙，Cejal法では二30～50＃に切片調製し，金調色，

定着を完了の二型の如く封鎮し，爾方共各5例（Golgi

法8ケ月1例，7ケ月3例，4ケ月1例，Cajal法8

ケ月1例，7ケ月2例，6ケ月1例，4ケ月1例）の

標本を完成し得た．  1

 髄鞘叢生標本としては，6ケ月以後の各胎三胎兇の

脊離のWeigert－Pa1氏法染色標本（敢吟興藏）を梅即

した，

 醜経繊維の染色特に鍍銀の良否は，被樵材料の新鮮
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度に影響される所甚だ大である．余の標本も勿論新鮮

なもの程良好であったが，一般に入手し得た胎兇は，

入江的に摘出されたものが多く，此の爲頭部，頸部に

多少共損傷を受けたものが少くない．鍍銀を甚だしく

阻害する死後鍵化は，大麟實質に最も早期に護現し，

脊髄に於ても之に近い頸瞬部の被鍍銀性の障碍されて

居る場合は決して少くない．一方暗め捜索には，當然

交連部の幅員の聖なる部分を必要としたので，最も多

く回廊海部の標本が樵討せられた．以下述ぶる所は，

上記各例の主として腰薦髄部に於ける所見の綜合に基

くものである．

                   、 検索

 1）概襯的所見

 胎生4ケ月の人胎児脊瞳横丁面。

 Cajal茂鍍銀標本では，脊髄灰白質の全域は，中心

管附近で周密で，周邊部では疎な圓形細胞で満たさ

れ，前角に絶てすら聯経細胞壁の構造を呈するものは

ない．此等は紳痙（亜に「ダリア）母細胞一Neurodlasten一一

と解せられる．白質にも未だ紳経繊維像は営められ

ず，紳経繊維として認められるもの工申，比較的著萌

な集束は，前角の側方部で，運動性前根を形成する繊

維群，前角内側部に護し，：灰白前交連の腹側部で交叉

し，封側の前索の内背側端部に入る太径の比較的多数

の糠維群，並に後角内側‡り同側の前角に到る繊維群
 リ                                                                           へ

の三者である．

 Golgi氏鍍銀標本も同様で，：灰白質：内部は，「クロ

ーム親和性に乏しい門形細胞で占められ，典型的神経

細胞像，「ダリア細胞像を認めない．斯様な不完全な

野相は，臆鞘護二三奉からも容易に糊察される所であ

るが，何れも胎生4ir Eでは，申福野肝内の分化は未

だ極めて不完全な状態にある事を示すものである．

 胎生6ケ月になると，灰白質内群肝細胞群並に繊維

郡を認め得る檬になるが，後交連を通過する繊維群に

就ては7ケ月以後のものに比し所見に乏しい．

 胎生7ケ月になると，白質では錐膣路を除く大部分
                      くロ
の紳経繊維，灰白質内の神経細胞群並に繊維群は勿

論，交蓮部を通過する繊維群も著明に認められ，錐謹

路を除けば，殆ど成膣のぞμに近似した印象を受け

る．從って人胎兇脊騰の微細解剖學的要素は，胎生5

乃至7ケ月め聞に，その大部分が構成されるものと思

はれる．   、

 II）細部所見   、

 以下7ケ細入胎児脊臆のCajal氏鍍銀標本の所見を

夢心として，Golgi氏鍍銀標本及髄鞘護生標本所見を

附加し考察を加ζよう．

  1〕Cajal氏鍍銀樫本朋見

所 見

 脊腿の全長に亘り，その横断面に認められる憩経繊

維群は驚くべく多望であり，殊に灰白質内に於ては各

方向に進展し，極めて複雄な昏倒経網を形成する．

（第1圏（1））然しながら此等は既往（後述）の丈獄に挙

れぽ，少くとも

 A）前根を構成する運動性繊維群

 B）後根知畳性繊維の灰白質：内諸細胞群に到る終末

   枝下亜にその側副枝群

 C）前索：及側索を縦走する長野雛よ：り分縦し，灰白

   質内で終る側副枝群

 D）前角内側の紳脛細胞群より凹し，灰白質交響を

   交叉し，側側の前索に到る繊維群

 E）側索と即製前索閻を連絡する繊維群

 ：F）茨白質内瀞経細胞に曝し，伺側の白質に到る繊

   維群

 G）前に掲げたものを除き，恢白質内憩経細胞より

   馨し，封側の白質に到る繊維群

 H）下降性経路の灰白質内移行繊維群

 1）其の他の繊維群

 等に分類し得られる（第1圖（2））．此等各群に就

て，特に豪四部を通過する繊維群との置引を調べ，之

に二三余の認め得た所見を附言すれば次の襟である．

 A）前角の大部分の細胞から弄する神経突起は，同

側の前索側方部を貫通し，前根を形成するが，内側の

一部の細胞から嚢するものに，前交蓮を経て劉側の前

索に入る．            ／

 此の事實はGolgi 11）以來確認された所であって，

余も’亦之を確認し得た．（第1樹（2）A）

                       ：B）後根繊維の脊腿灰白質内終末に開する研究は最

も早くから行はれた．（Caja131），：Lissauer24）． Takacs

37），’Rossolymo 32）， ：Bechterew 2）， Lenhoss6k 23），

K611iker’14））勿論動物に於ける研究が多く，叉Golgi

         氏鍍銀法に依る検案が大部分である．佐野33）ほ人盟

の腰薦髄後根障碍例のMarchi染色標本から，人間腰
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薦雛後根繊維の終末には次の9群を門別出駆る事を確

認した．

                       ‘ a）申聞引外外側核に終るもの

 b）：Lissauer誘引邊域を上行するもの

 C）後角固有核に終るもの．

 d）前角網野細胞に終るもの

 e）申間暦内側部に終るもの

 f）Clarke氏柱に終るもの

 g）後角交連核に終るもの

 h）後索を上行し胸臆に到るもの，
              ト           が
  i）後索を下行するもの（第1圓（2）B）

 余の標本に於ても，此等の終末は，殆ど佐野33）の記

載と同勢に，誰明せられたが，特に氏が初めて注意を

喚起した，1第3薦腿以下で出現し，後角の外側邊縁

を，之に澹って進み，中闇層外側核に綿る中等径（乃

至細径）の繊維群に就て一言しよ弓．此の種の繊維は

余の標本では箇直して，上部薦腿に於ても少数に認め

る事が出來たが，勿論下部薦騎では更にその数を細し

著明に謹明する事が出來た．此の繊維群を中中層外側

核に終るものとなす氏の見解には，余も亦賛意を表す

る．（第1圖（2）B，a）

 Rolando氏謬檬質内を通過する繊維群としては，從

來同側の雨角細胞に到る著明なる太径繊維の一群て第

1圖（2）：B，d）の外，後角頭部より之を子午線朕に

分散しつL貫通し，後角固有核に終る中等径乃至細径

の繊維（第1圖（2）B，c）が知られて居るが，余の標

本では，馬後角固有核に終末するものΣ外に，之と類似

するが，その走行及径に於て梢ヒ異る（一般に細征で，

中等径のものを混じ，主として膠榛質の外側内縁に沿

               ヒつて走りつ茶中間騒外側部に進む）繊維群があるのを

認めた．（第2圖（1）及（2）c）．此の種の繊維で複難

な走行を示すもの』ある事は，．：Lissauer 24）の既に記

載して居る所であるが，此等の所見はRolando氏膠

檬質内を通過する細径（申等径のものを含む）の繊維中

には，後根に由科する繊維以外の竜のも叉含まれよう

事を示唆して十分である，

 後根性繊維の大部分綜，同側の灰自質内諸細胞群に

終末するが，少数のものは（側副枝群？），、交連を経て

封側に移行する．かΣる叉性後根性繊維中今日確認さ

れて居るものには

 1）申間暦内側部ン＼の終末繊維の側副枝で，前交蓮

を経てi討側前角内縁に到るもの（Cajal 31）， Pollak 27），

佐野33））（第1圖（2）E）

  2）Clarke氏柱乃至後角交連核への終末繊維の側

 劇職で，後交響を経てi封側三間暦乃至後角に到るもの

 （Calal 31），：Foerster， Gagel u． Sheehan 7），佐野33））

 （第1圖（2）f，g）がある．此等は交連部を通過する

 繊維の一部となる．

  C）前索及側索の縦走長繊維より分進し，脊髄灰自

               ノ 質内で終る側副枝群は，・Golgi 11）に依って白質の各税

 から回し，細分平して消滅する細繊維群として記載さ

 れ，辣白質内の所謂割鍋性瀞経網を構成する要素の一

 とされたものである．Cala128）は之をCo11aterales de

 connexionと排し，遠隔細胞との結合を興る側副枝と

 した，1（611iker 13）は更に此等を詳細に調べ，特に前

 索の側副枝は大部分等方に進むが，一部は前交連を縄

 て封側の前角或は側角に終るものがあると論じて居

 る．（第1圖（2）C）         l

  D）前角内側の細胞群より凹し，灰白前交連で交叉

 し，解悟の薗索に到る繊維群に就ては，A）項に群れ

 た所があるが，余の概観的所見中にも述べた如く，既

 に胎生4ケ月にして著明に認められる，太径の，多数

 の繊維群である．．Golgi 11）は早く前角細胞の一部に，

 そあ瀞経突起の前交連を経て，劉側の前索に躍るもの

 xある事を明かにしたが，Cajal 30）は此等の細胞を交

 蓮細胞と撰した．Lenhossek 23）に依れば，此等は個盟

 護生憎的に古いものであって，灰白前交連で交叉する
                   
 著明な交叉繊維の存在は，既にRemark， Hensens

 Ilis等に依って認められた所であり，此の交叉繊維に

 關召する細胞群は，Go】gi， Caja］， Sala等に依り脊畷

 灰白質の全域にあるものとされた所のものであるが，

 入閥に於ては一定の部位に局在し，從來写角内側細胞

 群と繕されたものが之に該饗するものであると言ふ．

 余の所見も：Lenhossεk 23）の説を肯定するものである・

 （第1圖（2）D）此の繊維群は，交頸部通過繊維群中の

 最も著明なもの呈一と言はねばならない。

  ：E）側索と封側前索闇を蓮饗する繊維壁はSchaffer

 34）が最初に記載したものであ、る．彼は：Blindschlelche

＼
 一一 Anguis fragilisの脊隣に於て，側索の略it全域か

 ら護して灰白質を横倒1し，茨白前交連に近接するや集

 合して之を通過し，封側の前索に入る繊維群を認め

 た．彼は此の繊維群をして側索と封鰯の前索とを結合

 するものであって，決して側索と前索の爾錐睡路聞を

 蓮際するものに非ずとなし，又K，611iker 13）の謂ふ縦

 走長繊維より分進ずる側副枝に薦せしむべきものでも

 ないと主張した．更に彼は此の種繊維は高等脊椎動物

［ t75 ］
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（猫，兎）にも認められると圭毒して，脊腿に於ける後

根繊維の交叉法には二通の方法

 1）短（或はEdinger氏）交叉．（後根一前堂蓮一

前索）

 2）長交叉．、（後根一側索一前交蓮一前索）

 があると結論してみる．典の所論が蹴鞠に於ても當’

嵌るとすれば，此の種繊維は嗣交連通過繊維中，可な

り著明なものでなければならないであら5．

 ：F）脊盤茨白質内の細胞より護し，同一の白質を上

行する繊維群としては一般にClarke氏柱細胞から叢

し，下側の白質（前側索及側索）を上行する脊麗小回路

繊維が墨げられて居る．（第1圖（2）：F）Cajal 30）は同

側白質を上行する軸索を有する細胞は野州大であっ

て，脊腿灰白質の全域に認められるとなし，前角より

のものは同側の前及側索に．後角よりのものは側索の

背側部に，後角の内側部よりのものは後索中を上行す

ると述べて居るが，K：611il〈er 13＞は後索に紳経突起：を塗

る脊髄内の細胞は認められないと開張して居る．爾者

とも確評に珊珊白質を上行する甲案を有するものとし

てはClarke氏柱細胞を塁ぐる黙では一・致し，此の申

の側索細胞に下する繊維が所謂脊離小畷路を構威する

ものと記載して居る．：Lenhossさk 23）の意見も略it 1司じ

い．余の所見も同様である．兎も角同働の声質形成に

参加する繊維群として，脊髄小磯路の繊維以外に著明

なものは見慣らない．叉此の種の繊維群と交薗部通過

繊維との開係は甚だ乏しいもめと考へて差支へないで

あらう．

 G）前角以外の脊髄即自質の細胞より護しジ劉側の

白質に到る繊維中の最重要因子は，言ふ迄もなく脊営

内で交叉の後上行ずる知畳二次経路群である．知豊傳

導二次経路が脊髄内で交叉する事は生理學的には極め

て古くから （：Brown－Sξquard 1846年． Gowers 1877

年）知られて唐るに拘らず，現實に之に開與する経路

群の知見は極めて少なかったとせねばならない，所

謂Edingerの経路， GOwersの経路の起始，走’行に一

等し，何入も完全な知識を増せなかっためである．

：Foerster及Gage16）は初めて脊髄前側索切鰍後，封

側の後角周邊部の細胞群（降等の所謂後角大細胞核）に

逆行性攣化を見る事を明かにしたとし得たが，詳細の

事に開する分析的研究を怠りた．前側索切戸〒，殊息部

分的前側摩切漸例の綿密なる解剖學的樵索に端を護し

た1938年以降の久留敢授15）16）17）18＞19）20）21＞の研究

は，脊髄内上行性（知畳）経路群の種類，起始，走向，

終末，機能等に煽て，略ぐ決定的な解決を齎らしたの

である．部ち後角先端の細胞群（Cellulae posteroma－

rginales）より鎖し，痛，温度畳を簿解する繊維群，

後角固有核（Nucleus proprius Cornus posterioris）よ

り善し前索を上行する，恐らく原始知畳的（Protopa－

thic）鯛畳を傳導する繊維群， llRに薦尾部申聞層背外

側の大型細胞（Nucleus intermedio－1ateralis dorsalis）

よiり眠し，骨盤腔内知畳を野望するであらう繊維群の

三者は，何れも欝欝内で交叉を完了の上，洋琴の前索

及側索を上行する事が確認せられたのである．此の事

實は直ちに，此等三者繊維が，交連部通過繊維中の有

力な要素である事を示すものである黙で本研究には特

に璽大な關聯を有し観る（第1圖（2）G）

 H）下降性経路の灰白質内移行繊維群．下降性経路

としては錐謹路及所謂錐盟外路が墨げられて居る．前

者に開する研究は甚だ多いが，後者殊に人聞の後者に

關する知見は特にその脊騰内走行を問題とする限り，

極めて貧弱である．交蓮繊維としての後者に離し，今

何等の知見を紹介し得ない．ただ入間に於ける此等諸

経路の特に頸髄以下に於ける黒藻たる存在を想起すれ

ぽ，交連繊維としても極めて小さい意義を有するに過

ぎない事が，容易に想像出走る．

 寧ろ問題となるのは，灰白前交連を経て劉側の前角

運動細胞に終末前交叉を螢む錐騰前索路（上部胸髄以

上，T］高さ）ジ亜にff v部位を通る一部再交叉を行ふと

思はれる尊勝側索路の終末繊維である，後者に嘱して

は，敢馬所藏の前側索切箇脊艇のMarchi標本はその

存在を略セ確實なものとして居る．

 勉で重要なる事柄は，少くとも7ケ月迄の入胎兇罪

質では，錐艦路は髄鞘護生は勿論，軸索護生も未完嘆

である黙である。從ってこれら幼若胎児の少くとも

Cajal氏鍍銀法に於ては，錐彫路からの灰白質移行繊

維は考察の外に建て差支へない．

 1）その他あ繊維群の内通も重要なものは言ふ迄も

なく自律神経系の繊維群であるが，幾等は今脊臆内自

律神経系の微細解剖卸町研究に關する知見に乏しい・

脊髄内交感瀞経細胞（圭として一部の側角細胞）への
                   く        ゆ
後根終末繊維に認められない（：Bok 3），、Schmiert 35），

：Foerster， Gagel und Sheehan 7））とされ・叉即功内に於

ける之が求心性乃至遠心性経路に就ては，側索が密接

な關係に在る事以外には詳細な知見に乏しく（Spiege1

36）），余の所見からするも之に就て論議する事は出來

ない．まして之と交連部通過繊維群との關係を論ずる

［ 76 ］
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事は，現在の所洵に因難と言はねぽな．らない．扱以上

の所論で明かな如く，離離交連部を通過する繊維群

は，：灰白質内の神経網そのものと密接な關係があるも

のであって，その研究は脊腿内の交叉性上行性経路部

ち調帯山導二家経路に即する十分なる知識なくては行

ひ得ない．

 如上の見地から余は交連部繊維群を精査したのであ

る．

 交連部の所見

 脊髄はその高さに准じ，その太さに攣化があるが，

交連部の幅員の増減も略ζ之に從ひ，之を逓過する繊

維群の激量的闘係も之に比例する．此等の繊維群の示

す形態は，後交連では大恥一定であるが，前交蓮で

は，高さに依って多少の攣化がある．

 交連を構成する繊維は，太径，申等径，細径に大別

出來るが，前交連繊維は大多激が太径で，勲等径の屯

の之に亜ぎ，細径繊維は少敷である■一反之後交蓮は比

較的多数の細径及中等脛繊維を逼過せしめて居る．交

蓮繊維を前後に鈴ち精密に記載しよ5．

 a）後交連通過繊維群所見

 後交連正中線上で混在して集束する細径亜に申等径

の繊維群は・正野線々越へるや・その最も腹側のもの

は申心線の背外側縁に近接し，最も背側のものは後索

の腹外側豫に沿ひつN封側の灰白質の各方向に分散進

展する．此の分散の状態を精査すると，次の3．群に大

別する事が出細る．

 1）背側弧状群 後交連の最も背側の一部を占めて

交叉し，後索縁に澹って主として後角内縁に分散する

もの（第3圖（1）及（2）・）’

 2）申間横行群 後交連の略it背側の財部を占めて

交叉し，緩かな弧状を呈して，圭として申聞継外側方

に分散し，Rolando氏膠檬質の腹側の濃密な細部漁網

申に入れるもの（第3圖（1）及（2）b）

 3）腹甲弧状群 後交蓮の腹側部で交叉し，申心管

の背外側縁に近く，之に沿って前角の腹外側方に進展

するもの（第3圖（1）及（2）c）

           オ
 此等の3群の走行は後交蓮構成要素として，Caja130）

が記載した後弧状束，申聞横行東亜に前難聴朕の走行

に略ヒー致するものである，（第3圏（3）参照）

 Cajal 30）は此の3群に就き，夫・々爾側の封聡の部位

にある『ものを1群の旧弊繊維と見勝し，後弧朕東は後

索の側副枝郡，申聞横行束はその由來は不明で，恐ら

くその一部は側索に護するもので，i封側の後角側方部

に分散するもの，前弧状束は前角各部に分散するが，

極く一部に前索に馴する側副枝を認めたと述べて居

り，K611iker 13）及しenhoss6k 23）も同母の見解を表

明して居る．余の槍索の結果は次の如くである．

 先づ背側弧朕群は，常に後索の腹側縁に近援し，後

置蓮の帯く小部分を占めて交叉し，脊離の高さに依っ

て｛曾減を示す細径の繊維群であるが，その走行が県側

共後角の内側部に進んで居り，此等の所見は後根を障

碍せる脊髄のMarchi染色標本で，後交連に見られる

所見に一一致する所から，後根性繊維と認むべきであ

る．後根繊維申の少敷の因子，「部ちClarke氏柱細胞

：及後角交連角に終るものが封側に側副枝を出す事は，

既にCajal 31），：Foerster， Gagel und Sheehan 7）の記

載した所であり，佐野33）はCajal 30）の所謂後弧朕束

は之に相當するものなる事を指摘して居る。第4圖

（1）及（2）a～a！）

 次に申聞横行群及腹側弧状群の繊維は，後交蓮の幅

員に鷹じて多少の数的塘滅はあるとは言へ，常に脊髄

の全長に亘って，後交連の大部分を占居レ，且多数の

中等径繊維を混へて居る織に於て，上述の背側弧欣郡

とは尉箇の系統に卜するものなることが推定し得られ

る．申間横行群亜に腹側半田群の繊維は，正申線附近

で蓮標して追求し難いものが多い．偶々連恥して追求

し得るものを精査すると，細径のものにしろ，申径の

ものにしろ共に正中綜附近で方向を昌昌する．換言す

れば一側の申聞横行群に罪する繊維，部ち圭として後

i交蓮の背側孚部を占めて來た繊維は，正申線に近接す

るや否や，或は之を通過するや否や，i封側の腹黒側方

に輔進し，申心管の背外側を経て，封側の熱間層内側

部乃至前角背側部に進む事に依って，完全に前記腹側

弧歌郡繊維の走行として記載されたものに一致した走

行を示すものなる事を確認し得たのである．（第4圖

（1）及（2）b～c！，1）ノ～c）斯檬な所見は何れの例でも

恒常的に認められるものであるが，一般に馬草蓮幅員

の大なる下部腰驕より聖節部に於ては追跡が容易なる

に反しジ上部腰離以上の，後交連幅員の狡小なる部

分では必ずしも追跡容易でない．その結果一・見恰も

Cajal 30）等の説く如く， i封繕の部位に進むかの如き誤

解を護生し得るのである．

 余は斯くの如くしてCajal 30）以來，所謂草間横行
                  へ
束及前弧険難として匠別され來つた繊維群は，一系の

繊維群である事を確定し得たのである．

 伺余は前弧駄束繊維の一部が前索に由來し，申閲横

し、77】
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一束繊維が一部側索に事項すると言ふCajal 30）の所

論を肯定すべき所見を認め得なかった．自口ち所謂腹働

孤朕群の走行を精査すると，前角の腹材側方に分散す

るが，漸次割方に酵母し，主として前側索の背側牛部

に到る傾向を示す。勝事間横行群の走行を樵討する

・に∫その大部分は後角基部乃至申闇層外側部に進み，

Rolando氏膠割判腹側の濃密な細融経網中に入って追

跡し難くなり，背側の一部分の繊維は，寧ろ後角内側部

に進み，前角細胞の方に進む後根終末繊維群等と混交

し，追跡が困難となる．斯檬な所見は何れの例でも殆

ど同檬で，何れも之以上蓮訂して追求する事は出來な

い．以上の所見は，後交連を通過する此の有力な一群

の繊維が，後角の或る種の細胞群より護し，劉側の前

側索に進み，鼓で縦束に：方向を轄ずると演繹する見解

の正當なるを暗示する亀のであら5．一日余は暴に

Rolando氏膠様質内を通り，後角基部に達する，恐ら

くは後根終末繊維以外の繊維と思はれる屯のX存在に

当て記載したが，此の繊維郡と上述の繊維群は，その

走行並に太さの職に於て一致し，恐らく甚だ緊密な關
       へ
係に立つものと信ぜられる．（第10圖a！～a）

 何れにしろ風葬3群に分類せられ，その由來に甚だ

疑問の黙の少くなかった後交連蓮過繊維群は，少くと

屯その由來に於て全く異る・

 1）後交連の融く一部を臨むるに過ぎない，後根終

末繊維申の射側に移行する側副枝群（第4圓（2）a～

a！ jと             It

 2）後交連の大部を占位する，（恐らくは後角周邊

の細胞群より遷し，i討側の前側索に到ると思はれる）

細径及申等径繊維より成る有力な一群（第4圏（2）b～

cイ，b！～c）

 との二群に分類さるべきである．

 b）前町連単過繊維群所見     1

 前交連の繊維群の示す形態は，後場蓮のそれに比し

稽ヒ複雑であるが，交叉の駄態から，少くも次の4群

に分つ事が出來る．

 第1群）前角の内側の細胞壁より解し，茨白下交蓮

の大部分を占めて交叉し，蜀側の前索内背側端に入

る，太径の，鷲敷の繊維群（第3圖（1）及（2）9）

 第2群）申心墨の腹側縁に近くs爾側の申聞層内側

部間を往饗する檬な形で交叉する細径の，少数の繊維

群（第3圖（1）及（2）d）

 第3群）前二者の略it中期を占め，殆ど横行して交

叉する中等径の繊維群（第3圏（1）及（2）f）

 第4群）自前交蓮で交叉する，少敷の太径に近い申

等径の繊維群（第3圖（1）及（2）h）此等の繊維に就て

更に精密に考察を加へよう，

 第1群の繊維

 此の繊維群は，既に胎生4ケ月で詔められ，三って

護生學的には極めて古いものである．叉前角の内側部

より，急激に且著明に現はれ，劉側の前索内背側端部

に進入して居り，全くGolgi 11）， Cajal 30），：Lenhoss6k

23）の指摘した前角交連核より写し，封側の前索に到る

繊維群の性欣に一致する．（第5圖（1）及（2）a）此等

の繊維は，灰白前交連を交叉する繊維群申最も著明な

ものであってg殆ど脊髄の全長を通じ，比較的整然と

した集束を成して交叉するが，geXk一一部少憩のものは

集束と離れ，寧ろ無心管腹側縁に近接して交Nする．

（第5圖（1）及（2）d）此の傾向は生理的に交蓮部の幅

員の大となる申部腰離以下申部薦髄に於て特に著し

い．此の少数の繊維は全く第2群の繊維と混在する

が，その走行の異る事及穫の太径である事から識別す

る事が出來る．

 第2群の繊維

 此のものは脊騰の高さに依り塘減があるが，略e全

長に亘って認められ，その走行は概ね爾側中間駅内側

部の間を往聾する様な形を示し，細径且少鐵で，中心

管の腹側縁に近接して交叉し，綬根を障贈した脊髄の

Marchi染色標本に甑る一権交蓮通過繊維の攣性像と酷

似する1から，Cajal 31）， Po11ak 27），佐野33）の謂ふ，

申層層内側部への後根終末繊維の側副枝で，封側に

移行するものと解繹すべきであらう．（第5圖（1）及

（2）e～eつ此の繊維は大部秀前記の走行を示すが，叉

遙かに腹側方を迂廻しv第1群申に混入するものも認

められる．

 第3群の繊維

 生理的に茨白字交蓮の狭い部分では，第1群と第2

群の繊維は接近して居るが，灰白前交連の幅員が大と

なる中部腰髄以下では，第1群は腹側に，第2群は背

側に偏し，爾者の閲に間隔を生ずる檬になる．第3群

は恰も此の闇隔を利用して交叉する形で認められる．

（第5圖（1）及（2）f，f！）從って此の繊維群は，主と

して両部腰腿以下で著明に．認められるのが特徴であ

る．此等は中等径（寧ろ細径に近い）の繊維で，比較的

軍陣であるが，その走行から観ても前二軍の何れにも

薦せしめ難いものである．EPちその走行を克く観る

と，：灰自前交蓮では略ζ横行して交叉して居るが，その

［ 78 ）
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一端は一側申達層外側部の方へ，そ⑱他端は射側の前

側索特に側索の腹側方に到るかの如き形勢を示して居

る．此等は著明な集束を成さない，礎って屡ζ第1乃

至第2群の繊維申に混入して認められる．

 第4群の繊維
 此の群は，前壁郡と全く趣を異にし，爾側あ前索の

内背側部で交叉する，少数の三等径繊維で，所謂白前

交蓮を形成する．

 L側の前索内背側端部で，ng it横行して認められる

此の繊維の走行を精査すると

 1）自質を出で，L前角の丙背側部に進ん．だ繊維は，

鼓で背方に轄じ，第1群の繊維と交叉して，更に背斜

に進み                     1

 2）他の一端は，封側の前索内に入り，次で前索内

を上行し，或は前角内を翁航して腹（as it外）側に進

ノみ，後には前索の寧ろ側方部に到る傾向を示す．（第

5圖（1）及（・2）b，～bi）

 余は幸に四枚の標本に於て，此の種の繊維の走行を

比較的長く連移して追求し得らる工ものに遭遇した．

（第5圖（1）及（2）bノ～b）その結果此の繊維群は，恐

らく後角基部に由翻し，白前交連で交叉し，尾側の前

索の寧ろ側方部に到るものであらう事を推闘〒する事が

出監た。

 此等の繊維は，太径に近い申等樫であって，脊臆の

全長に亘って認められるが，一般に一切片内に見らる

S数は，少数である。常に最も著明な第ユ群の交叉と

・近接して居るので，識別に困難を感ぜしめ，看過され

得る危険性を包貧して居る．

 余の標本では，前交蓮申に以上の四面以外の系統に

鵬せしむべき繊維を識別する事は困難であった．

 從って余は，下達及白前交蓮を麺過する繊維群とし

て著：明なもりは，少くとも

 1）前角交蓮細胞より書し，i討側の前索に到るもの・

（第5圖（2）a）

 2）申間層内側部ぺの後根終末繊維申の勤側移行側

副枝群（第5圖（2）e）  ’     J

 3）申部腰髄以下に著明に認められる，週間層外側

部より嚢し，封側の前側索に到ると認められる，申等

径のもの（第5圖（2）f）

 喚）後角基部より護し，湯前交連で交叉し，封側の

前索側方部に到ると思はれる，少激の太径に近い申等

一径のもの（第5圖（2）b）

 の四群を畢げる事が出來る．爾余の標本には認めら

                       ［ 79

  ノ

れないが，此の外錐膿前索路の終末前交叉繊維融融麗

側索路の少数の再交叉繊維が，灰白前交連通過繊維と

して墨げられねぽならぬ事は言ふ迄もない．

  2〕 Golgi KXIi渡叢罵黒革漸昆

 Golgi氏鍍銀法に依る從來の研究は，示読経細胞の位

置，大さ，形態或はその原形質突起及神経突起の示す

性状から，総括的に分類記載されたものが多く，機能
   ゆ                                                                ピ

に照し十分の知識を持ちつ㍉特に早船性の特定の細

胞群に卑した精密な記載を知らない．余は，後角及そ

の附近の細胞豊中，久留敏授15）16）17）18）lt）20）21＞に依

      ヒ
つて脊臆内交叉性知畳傳導径路の起始として指摘せら

れたCellulae posteromar窪inales Nucleus intermedio＿

Iateralis dgrsa工is及Nuclens proprius Comus poste－

rioris（Massazza及Bokの分類に依る）の三者に就

て特にその紳経突起の方向愛精査した．
      く
 a） CeUuIae posteromarqinales

 後索の腹外側縁を除く後角周邊部一帯には，錐膣

状，星状，或は紡錘平等の瀞経細胞があるが，後角内

縁のものは内側群，工・iSSaue｝氏周邊域の直内側で，

Rolando氏膠様質外側のものは先端群，後角外側縁の

ものは網様織群として通常匠別される．

 先端群に解するものは鎧鐙賦或は星状型のものが多

く，網檬織群に旙するものは紡錘型の屯のが多く，而

も長軸の方向は，多く後角周壁の切線方向に一致す

る．内側群に号するものには星型のものも紡纏型のも

のもある．

 此等の細胞から護する神経突起は，何れも比較的短

く切断せられて居るが，一挙に膠様質内を腹側に向っ

て進む形に認められる．更に精査すると，後角の内側

或は外側寄りに在る細胞から獲するものは，寧ろ夫々

事事のRolando氏膠檬質周邊に近く，後角先端附近

の細胞から聾するものは，略ヒ申央部を占めて腹側に

進む像を認める（第6圏），

 膠檬質内には，「ダリア細胞の外，此等の神経細胞

に比し小さく，背腹の方向に突起を有する細胞を認め

るが，此等は膠標質固有細胞（Gierke氏細胞）であ

る．叉上記の紳脛細胞かちの瀬経契起と思はれる圏縛

した繊維が，背腹の方向に進むのを観る場合が少くな

い．以上の所見は，後角周邊の細胞群から護する紳経

繊維が，Rolando氏膠檬質内を略it子午線檬の分散を

なして馬方に進む事を示すが，先端並に網様超群に摩

する大部分の細胞から護する多鞍の繊維が，膠類質の

外側孚部（特に外側周邊部で周密に）を麺過して中閲層

］
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外側部附近に到解するに反し，細胞の少い内側群から

の少敷の繊維は，寧ろ虚心質内側縁に近く進み，直：ち

に後角基部内側部に到達するものであら5．

 b）Nucleus intermedio・一lateralis dorsalis訴因層背

外側部に在る大型細胞は，薦尾腿に於て初めて著明に

出現するが，その形は時として星歌時として長軸を後

角の腹外側縁と李行せしむる紡錘型に近いものであ4

る．その神経突起は，比較的長く認められ，何れ給 一一

様に腹：内側に進む（第7圖〉。

 その走行は，認るものは，凸面を同旨の腹外側に向，

けた弧状を成しつ場前角背側部を尉横購し，隔るも

のは先づ申間層の内方に進んでから腹方に轄じ，何れ

も灰白前交連に向ふ形を示して居る．

 此の細胞群は大型であり，而もその碑脛突起は比較

的長く観察さ：れ，且前記の檬に略it一こ口方向に進む

傾向を示すものであるに殉らす，從來精密な記載の見

當らないのは、此の細胞群に護する軸索群，換言すれ

ぽ纒路の意義の重要性が考慮されなかった事に依るも

のであら弓．

 c）Nucleus proprius cornus posterioris此の細胞

群は，後角基部に観られる，大型の星状のもので，原

形質突起は彊大で，各方向に進んで居るが，神経突起

を長く追跡する事は至難である。その走行は，或るも

のは申闘層外側部を，或るものは寧ろ内側部を経る

が，何れも一檬に腹内側に進んで居る（第8圖）．此の

細胞は前索乃至前側索の障碍時に恒常的に逆：行性攣化

を起すから，その軸索は極めて長いものであるに拘ら

ず，主としLdOOμの厚．さの切片に依る高等のGolgi

標本に於てさへ，神経突起が何れも比較的短く切られ

た形で認められる事は，此等が早く長軸の方向に走行

を蒋ずる事を暗示するものであらう．否横断面内に見

らる瓦走行も決して直線的でない事は此等の繊維が，

脊髄内を螺旋様の走行を取りつS二二内に到るものな

る事を示すものかも知れない．

       ／

  3〕鰭鞘議盤螺本誌昆

 4ケ月齢胎児脊髄横衝面では，白質と灰白質は辛う

じて識別されるが，未だ白質の何虞にも髄鞘の護生を

見ない．

 7ケ月になると，白質の大部分は著明に臆鞘を獲生

するが，前索の内側部，側索の背側部及所謂前側索

（前索の側方部及側索の腹側孚）の一部には，備髄鞘陰

性像を詔めるe

 前二者は多腿鞘は勿論，軸索も未完成の錐燈前索路

二二側索路であっ．て，10ケ月で尚著明な髄鞘陰性像を

呈して居る．

 所謂前側二部の麗鞘陰性像は，8，9ケ月に至り，

漸次その高話を縮少するが，10ケ日月で尚僅少な陰性像

を残して居る（第9圖），

 乙黒L’6）は，入胎児の圭として延髄に於ける諸経路繊

維の髄鞘護生に就て研究し，脊髄性知畳遠忌経路の延

二二繊維の髄鞘嚢生は，7ケ月にして認められるが，

薦二心臆路（久留）の脊騎隣弧二心路のそれは，10ケ月

で爾成人の如き著明な集束を示さな心事を明かにし

た．  ，

 脊騰性知己山導：二次経路の大部分が，脊髄内ではそ

の前側索中に含まる1・．事は疑ふ鯨地がない．前記乙黒

26）の所論と，余の槍索所見とを勤照すれば，所謂前側

索に認められた髄鞘陰性像の大部分は，脊腿性知畳傳

導二次経路と開聯を有するものなる事を推定せしめ

る，          7

 鍾に上部二藍横二面で認められる髄鞘陰性像を精査

しよ弓．その二品は，脊髄周邊より稽ヒ内側で，前索

の側方部より側索の腹側孚に及び，糟駄であって，胎

生月数の増加と共に狡小となり，ユ0ケ月では側索内部

の腹側寄りに限局して居る。此の位置は胸髄二部に於

ける薦腿二二路の位置として久留敏授の指摘せられた

位置に符合する，

総繕誼に溝按

 7ケ月人民見脊髄を中心としたCajal及Golgi

氏の鍍銀標本並に髄鞘温点標本の夫々の所見

は，相互に霜融を有して居る．

 Cajal氏鍍銀標本から，從來三群に分類され

て居た後交連通過織維群は，二群に分類すべき

ものなる事が判明し，友白及白前交連を通過す

る繊維群には，二二罷工に關するものを加へ

て，少くとも六三を匝別すべき事が確認され

た．

 後交連の二群の申，背側の少撒の一群は，後

根絡末織維の一部で劃剣に移行する側副枝群で

あり，次白前交蓮の内四群は，錐禮路よbの二

ぶつ

羅80 ］
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群と前角交蓮細胞から織する一群並に後根終末

繊維の一部で封側に移行する側副枝群である．

 余の楡索の結果は，以上の既知ゐ屠蘇の外

に，少くとも後交蓮を交叉する有力な一群，友

白及自前交連を夫々交叉する各一群の計三群の

存在を明かにしたが，此等は從來記載を見なV・

か，或は從來の説の如くには解し難V・ものであ

る．

 今此等の繊維群の意義に就て考按するにl

 I．後交連を交叉する後角起原繊維群 之は

從來Cajal 30）に從って前弧状束及中間横行束と

して，別個の二群の如く解されて來たものであ

るが，之は互ひに交叉する一群の繊維團である

事を確實となし得た．印ち此等；は決して前索：或

は側i素繊維の側副枝ではなV・．然しながら側索

の最背側部の繊維から後交響中に側副枝の混入

を認め得たと言ふCala130）の所論は，：Lenhoss6k

23），K：611iker， Van Gehuchten等の同意を得て

居る所であるが，此等を恐らく後根に關聯する

ものであらうとなす：Lenhoss6k 23）の所論と共’

に，後にも一度顧慮するであらう．  〆

 択此の織維群め走行に弔しては，，

 i）Cajal氏鍍銀標本に依るに，此の繊維群の

一端印’ち所謂腹側野伏群の繊維は，前角背側部

で漸次分散しつX背方に攣押して，前側索の背

側全部に到る傾向を示し，他の一端帥ち封側の。

所謂中聞横行群の繊維は，大部分が緩弧歌を成

して中跳躍外側部に到り，背方に縛じつS，

Rolando氏膠馬蝿腹側の濃i密な祠1経網中に進入

し，受難のものは後角基部内側より，膠様質の

寧ろ内側部に進入し，該部の後根性終末繊維，

（同側の前角細胞に到るもめ）中に混入し，何れ

も之以上の蓮績的邉跡を困難ならしめる．（第

10圖a）

 ii）一方Rolando氏膠様質内冠にその外側方

には，略it子午線檬をなして，腹側に進み，中

間暦外側部に進出する形勢を示す，後根終末繊

維とは認め難V・，細径乃至中等径の，比較的多

数の繊維群を認める．（第10圖a’）

 iii）Golgi氏鍍銀標本に依るtC ，’Celluhe pos一
          ｛

teromarginalesから獲する慈雨突起は，何れも

Rolando氏膠様質を腹方に向け通過せんとする

像を示，し，特に先端及網檬織群に毒する大部分

の細胞から稜するものは，膠様質の外側曲部

僻に三尉個邊程周密に）を経て，中匠嘱タ櫃榔

に達し，主として内側群に属する細胞から畿す

る少藪のものが膠檬質の内側縁寄りに進み，後

角基部内側部に到るであらう印象を受ける。

（第10圖 Cp）

 iv＞髄鞘獲生標本から，可成り多数の織維が，

後交蓮で交叉の後，前側索の背側牛部に入るで

あらう事を認めた．（第10圖1）此等の所見を綜

合すると，Cellu］ae posteromarginalesに毒する，

細径及中等径より成る，比較的多数の織維群

が，、大部分はRo】ando氏膠様質の主として外

側縁に：近く，一・部は内側縁に寄って之を通過

し，集束して後交響で交叉し，馬櫛の前側肇

の，主として背側三部中に入るものと結論して

差支へなからう．

 今此の種織維に絶する從來の記載を一瞥しよ

う．Ce】lulae Posteromargh｝alesに嚢する祠1維突

起が，塗方に向け，Ro｝ando氏膠様質内に，そ

の西洋梨型の織維束に略e一致して進む事は，

LeDhoss6k 23）（Tafヒ1 V fig．2）も確認して居る所

であって，此の種織維が旧交蓮に到る事はCajaI
2

9）（Flg．2）が艀化後9日の幼鶏脊髄の横断面で

認めて居る所である．一方逸喚声授15）コ6）17）18）

は前側索背側牛，錐罷i側索路に近接する白質の

損傷は浜野部下方禮表の痛温度畳の脱失を招毒

すると共に，切封部より下部脊髄のCellulae

posteromarginales々乙廣汎な逆行性礎性を招來

し，上方覗丘に到達する攣性繊維群を確認し，

此等の聞に嚴密な關聯の存する事を實癒せられ

た．

 今磯目後交連の前牛を占居する此の繊維群を

見るに，之は上述の如くCellulae posteromarg－

inalesより獲するものと認むべきであり，封側

の前側索背側孚に到るものと解すべき牽行を示

して居る．今日の種繊維群を久留教授16）17）18）

19）20）21）の所謂背外側脊髄視丘路に驕するとな

［ sg ）
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t

す考へは極めて自然である．特に此の繊維群

が，脊髄の全長を通じて存在し，細径及中等径

織維より成り，後交蓮の大部を占有して交叉す

る有力なものである事を，同経路の機能たる髄

表の痛温度畳傳導と關除せしむるならば，此の

所論の愛當なる事が一暦肯定せられるであら

                  マう．

 Bechterew 2）は人胎児顎脚藤見脊髄のWeigert

氏髄鞘染色並に：Freud氏堕化金染色標本の槍

索から，脊髄後根織維の絡末を二種に大別し，

その内，外側細繊維群はRolando氏膠様質内

の小型細胞に絡り，之より質する同様の細径織

維の一部は，後影蓮を経て封側の側索に入り，

大部分は膠様質内側縁に澹ひ，後交響に近接
  ちし，正中線に近づくや之を越ゆる事なく，同側

の後索内に入ると記載し，一方動物實験から後

交連或は後角基部を傷害する時，疹痛を表明す

る事々から，前記の後棄蓮を占める織井野を，

皮膚知機翼導国軍に属するものと主張した．筆

陣にあって既に後交連が髄半知畳傳導経路と密

接な押鮎がある事を主張した氏の見解は極めて

卓見であるが，此の種繊維の起始，走行に關す

る爾飴の氏の臆説は當時の解剖學的乃至生理學

的水準としては文止むを得なかった所であら
う．

此の織維群の騰綴生が一般に稔酬い事は

前述の通りであるが，軸索㊧完成も矛集逞V・と

思はれる1印ち6ケ月十型見脊髄の後型鋼を通

過する有髄織維激は，7ケ月に於けるそれに比

し可成り少数である．同時に前側索背側牛部に

於ける髄鞘獲現の度も不完全である．此の髄網

嚢生鞘鳴所見は，此の爾繊維群の同一系統みも

のなる事を他の方面より曙示して居るものであ

らう．

 以上の所見から，余は後手早で交叉する有力

な一一群を，Cellulae posteromarginales中より糊

するものと結論する．此の種織維の大部分は最

？1．一先づRolando氏膠檬質外側縁懸りに進ん

で選評の中砂暦外側部に達し，次いで方向を轄
                   び
じ集束を成しつ玉後交蓮に入る．他の一部は膠

様質内縁寄りに澹ぴつ玉肥側後角基部内側に達

し，漸次前者と合流して後交連に入る．此等合

流織維は正中線附近で方向を韓じて樹側の離業

側方に進み，封側の前側索の主として背側牟部

に入って，縦束に轄じ上行する繊維群を形成す

るものと考ふべきである．（第11圖A－Tspthdl）

此の走行は上述の如く，背外側脊髄硯曲路の要

求する條件を尽すものである．從って余の槍索

は背外側脊髄覗丘路の脊髄内交叉の中尉を關明

し得たものと言へよう．換言すれば人艦の痛，

三度畳を傳離する知畳二次経路は，脊髄内で後

鞘蓮で交叉して，樹側の前側索背側部に達し，

蝕で縦束に轄じ上行する事が明かとなった繹で

ある・  1               。
 此の織維群の横断面内走行は可成り曲折した

ものであり，横断切片では勿論，縦断切片でも

毎常短く切噺された形で表現されて來る．余の

100Pt切片（横断）でも，毎回紳経突起は長く追
        セ                          ロ
解し得なかったが，：Lenhoss6k 23）も，人胎見脊

髄では，此等の繊維は一般に長くは追求出來な

い．稀に見られても精々後角周邊部よb Ro－

lando氏膠様質の申央附近迄あると述べて居

る．一方此等の繊維には細径のものと中等径の

ものとが混在して居り，その上Rolando氏膠

様質腹側部が脊髄友白質中最：も濃密な刺1経網を

構成する部位である事が，從來後交蓮通過繊維

とCellulae posteromarginalesとの關係の形態

掌裡追求を困難ならしめて居たのであらう．

 更に此の繊維の大部分が，Rok ndg氏膠様質

の外側縁寄りに走行し，一旦同側中間盤外側部

に到って後後交蓮に向ぴ，更に軍側中間層外側

の附近で縦束に縛する準準は，此等の繊維群

と，側角細胞（交感紳経界世一一一Spiegel 36））との

關聯を示唆する黙で，生理學の事跡（痛砂中に

温度畳の，交感紳経系に封ずる密接なる關聯）

に或る程度まで形態學的読明を與へ得るもので
                                                          ノ

ないかと思考せしめる．此の意味から或は薗索

の最背墨銀から此の丁零繊維に側副枝の混入を

，認めたとなし，或はこのものと後根繊維との關

聯を假定したCajal 30），：Lenhoss6k 23）（R611iker，
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Van gehuchten）等の意見は再誕討の翁面があ

る；       ・

 II．友白前交連を通過する口吻径の繊維群に

就ては，       ・

・i＞Caja1氏鍍銀標本よb，友此前七並を通過

する中等径織維は中間層外側部から由托し，前

逆蓮を経て軸側の前側索に到ると思はれる所見

が認められる一方（第10圖b）

 ii）Golgi氏鍍銀標本よりは，薦尾髄中聞暦背・

外側部の大型細胞から賭する榊経突起は，何れ

も腹内側に進み，友白前者蓮に向ひ進む像を確

認し得た．（第10圖：Nimld）

 此の爾者を綜合すると，前者の走行と，後者

に於げる榊維突起の走向は酷似し，此の種の交

蓮繊維が，中瓶民望外側の大型細胞から解する

ものであるとの想定は極めて無理がなV・．而も

此の交連繊維が中部腰髄以下で初めて著明とな

り，網棚の種細胞群が魚尾髄に限局して著明な

調達を示す事實は，共に此の想定に魅力な支持
         
を與八る．帥ち蝕に薦尾髄の中開暦背外側の大

型細胞群よりの祠1維突起は，友白癩紅蓮を経

て，封側の前側索に到るものであらう事が晦

確實となった．

 此の愛書維の示す走行は，久留教授17）18）19）

20）21）に依り初めて認載された薦髄延髄路くTra．

ctus sacro－bullares）の要求する諸條件を完全に

充して居るものである．印ち余は今まで記載の

なかった薦飛動蹟路の脊随内交叉部位を決定し

得たものと言へよう．（第11圖B－Tsb）

 鼓に此の種籾維群に關する從來の記載を簡軍

に一瞥しよう，Edinger 4）及氏の説を支持する

一派（最近ではWalker）に從へば，元來友白前

交連は，脊髄視丘路の交叉部位である．にも拘

らす，人胎児脊髄では此の所説を肯定せしむべ

き所見に接し得ない．言ふ迄もなくEdinger 4）

の所説は硬骨魚類に於けるWeigert所見に基

礎を置くものであって，而もGolgi所見に依

る裏付を鋏V・て居る．   t

 哺乳動物特に人間の脊髄に於ては，Edinger

4）の所論が該當し得られ，なV・事は：Lenhoss6k 23），

Auerbach 1）の既に指摘して居る所である．特に

前者が，友霊前交蓮を通過する可能性のあるも

のは1後角細胞の軸索に非すして，恐らく前角

乃至中間麿の細胞の紳経突起であらうと記載し

て居るのは極めて卓見とせねばならないボ

・余の：妓に記載した織葉群が，上述のSchaffer

34）の既に記載したものと同一のものでない事
               ま
は，後者が太径であ夢，且脊髄の全長に亘り，

側索から嘉して盤陀の前索に入るに反・し，前者

の著明に出現するのは中部腰髄以下であ砂，そ

め織母数は比較的少く且申開径である黙から明

かである．

 從來鼻血面積の最も大きい下部腰髄横断面が

專ら槍索の封象とされ來つたのに拘らす，・此の

系統の繊維に題する記載がなかったのは，その

歎が比較的少く，著明な集束を成さない事の

外，薦尾髄で初めて著明に認められる，中津麿

背外側の大型細胞が，脊髄内で交叉し，i封側の

前側索の一部を占めて上行する知畳二亥経路の

起始細胞である事に，全く考慮を梯はなかった

事に依るものであらう．       ，

  中側層背外側の細胞群は，薦髄以下に於ての

、み著明に：護達するに拘らす，それより即すると

思唯せらる瓦上述の交叉織維群の存在平内の上

限が，既に中部腰髄で認められる事實は，此の

経路の脊髄内交叉が，比較的緩徐に行はれる事

を推定せしめるものである．

  自衛幌系との關聯極めて密麗骨盤諸臓

器の内乃至中間知畳傳導に關滅するとされる薦

髄延髄路の起始部が，脊髄内交感紳毒中櫃と目

される側角細胞群に甚だ近接しで走行する事は

興味ある聖楽であらう．恐らく此の繊維群の起

始部は，此等交感紳経細胞と側副枝を以て連繋

を有するであらうが，之を微細解剖虚実に誰明

 し得るには至らなかった．

 III．白前交連で交叉する中毒疹め繊維群に

就て

 i）Cajal氏鍍銀標本に依るに，白前交連を形

成する中等径の織維の一端は一側前索の側方部

に進み，他端は封側の前角内側部で背方に輻す
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るのを認める．上記の如く，此の織維は太征に：

近い申等径のものであるが，一切片にあらはる

海瀬は少藪である．その上前索の背側端部で交

叉する爲，前角交連細胞から窮し，次白前交蓮

の腹側の大部分を占めて交叉し，謝側の前索内

背側端部に入る，多数の太径繊維群との識鋼に

注意を彿はれざる場合は，甚だ看過され易V・．

然しながら，前角交蓮細胞に罰する繊維群は，

比較的整然どした放射歌を成し，且分岐しない

のを特徴とする（Lenhossをk 23）， Caja128）， Van

Gehuchten lo））から，，之と交叉し，進行方向の

全く異る問題の繊維群は，讐へ少数とは言へ，

注意して観察すれば決して見過るものではなV・

のである．：更に余は4枚の標本に於て比較的長

く連覇して追求し得たものN結果から，之を後

角基部に由陣するものと推断した．（第10圖。）

 ii）Golgi氏鍍銀標本から，後角基部の大型細

胞（後角固有核）から期する牛津織維群は，何

れも腹塾側に向って進む像を認めた．（第10圖

NpcP）

 此の爾者の所見を綜合すると，此の種白前交

蓮繊維群が後角固有核から濁する可能性が極め

て多い事を認めねばならない．

 CalaP9）は断獄後7Hの幼鶏の脊髄横断面で，

後角基部の大型細胞の棘経突起が，前交連の腹

側方を通過して封側の前側索に進む事を明か

にして居り（P．94：Fig・V），叉pollak 27）も，

Edinger， Kohnstamm及Massazza等の読を肯

定して，後角固有核より下する祠輕繊維は大部

分，申心管の腹側に到り，白前交連を経て封側

の前側索に到るものと記載して居る．更に久留

教授21、は，前索障碍のある場合には必ず教授の

所謂腹内側脊髄覗丘路の攣性を硯丘まで追跡し

得ると共に，一方後角國有核に逆行性攣性を確

認し得たと記載して居られる．此等の諸記載

は，上述の余の推定の正鵠なるを裏付けるもの

であらう．

 iii）人胎児髄鞘鉢生標本に：隔ても，前索の側

方部には，少数の脊髄蝿取畳性上行性織維が入

るであらう事を認めたが，その部位は，封側に

移行した此の織維群の進行方向に一致して居

る。（第；10圖III）

 以上の割鐘から，余も亦Caja129）或はpollak

27）等の読に賛意を表するものである．然しなが

ら余は軍に，人胎児脊髄に出ても亦後角固有核

に罰する紳経織維は，事前交連を交叉して封側

前索に移行する事を確定し得たと主張するに止

らす，進んで此の繊維群を，／特定の上行性知畳

二次経路帥ち久留教授の言はるS腹内側脊髄視

丘路の脊髄内交叉繊維群と見倣すものである．

（：第11圖C－Tspthvm）

 此の織維群が，脊随の全長に亘って存在し，

且太径に：近V・中等径であり，且常に前角（側副

枝）に近V・位置を保ちつN上行する事は，同風

路の機能（原始無縁的燭畳）とも亦よく合致する

所である．既にZiehen 39）が，下等脊椎動物の

槍索から，所謂：Edinger氏経路帥ち所謂脊髄覗

単路には，寧ろ後角の申間層に近V・部分に在る

細胞に識する織維群も亦含まれよう事を指摘

し，而も之が白前交連で交叉すると記載して居

るのは，取りも直さす此の腹内側脊髄硯丘路の

交叉に外ならなv・であらう。

 斯ぐて余の確認し得た脊髄交連部通過織維群

8群（白及友白前交連の6群，後交連の2群）中

の3群（白及友白前交連の各1群，後交蓮の・1

群）は，夫々前索並に側索を上行する，脊髄内

交叉性聖運傳導二次経路の交叉織維群である事

が略it確實となった言睾である．（第11圖）

 今之を一括表記すれば下表の様になる．

 知畳性繊維の脊随内交叉が，前交連で行はれ

るとした有名なEdinger 4、の所論は，或種の魚

類（Trygla）及爾棲類（Rana＞の脊髄槍索所見に

基v・て居るのであって，哺乳動物特に人間に於

ける所見に依るものではない．既にLenhossek

23）は幼鶏の脊髄，Auerbach 1）は猫の脊髄の所

見から，Edinger 4）の所論は，高等脊椎乃至哺

斜動物では認められなV・として居る．然るに

Kohng． tamm i2）は，家兎の脊髄1所見からEdinger

4）の説を支持し，Mott 25），：Friedl蕊lider 8）或は

Tschermak 38）等もEbinger 4）の読に賛意を表し
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余の確認せる脊髄交蓮部交叉繊維群

交連別 交叉繊維寸

前

交

連

後

交

蓮

自 腹内側脊丁丁丘回

天i灘交連獺側前索閻

白

灰

白

薦麗延髄路

申間属内側核に終末する
後根繊維申蜀側移行側副
枝群

雲外側三編覗回路

後角交蓮核乃至「クラー
ク氏柱に終末する後根繊
維中i二二移行側副枝群

繊維径

（太径に近き）

 申等径

太  径

中等繊

細  径

細径及
申等．径

細  脛

備 考

後角固有核に護し，舷側の前索側方部に入り，之を上
行する比較的少数の繊維で，原始知畳的野畳を憾導す
る．

護生學的に古く，常に墨継に認められるが機能的には
不明の黙が多い．

中間層背外側の大型緬胞に護し，封側の側索（主とし
て腹側部）に入り，之を上行す．牲畳を含む骨盤腔内
知畳を憾導する．申三三離以下に著明に認められる．

爾一中闇層内側部を往來する形に認められる比較的少
数のもの．

誰欝歎轡聾卵生1テ摯響膿鰺豪吉訪響1

灘魏舞鮪するを特微とb襯照度剃

爾側後角内側三間を二三する形に認められる比較的少
数のもの．

  知下交蓮には此の外雌前索路の終末畝叉繊維及羅側索路の一部再数灘力：あるが余（註）

  のCajal標本では見られない。

て居る．斯ぐて高等脊椎乃至哺乳動物を問題と

する限り，此の争論は未だ解決を見て居なV・．

今此等の業績を検討し，論争の因を考察す，る

に，第一に，此の種の問題が，主として輩一の

染色法に依り，全く形態學的にのみ追求されて

居る事，第二に，知畳性織維に：して脊髄内で交

叉するものを軍一視して，前交連を重要視する

學者達は一様に後篇連を三二し，後壁蓮を重視

するものは前交連交叉織維に封ずる槍討が不十

分である．

 此の意味に於て，余のCajal及Golgi爾鍍

銀標本，並に髄鞘三生標本槍索が，相互に密接

な關聯を示し，無論ひに保讃し合ふ所見を示し

た事は極めて有意義である．而も此等所見は上

行性一畳二次維路に關する久留教授の精密な臨

床的病理解剖學的所論に完全な一致を見出し得

たのである．余の槍索から見るに，知畳性織維

の脊髄内交叉が，前交連を経ねばならぬとし，

：或は後交連以外には認め難いとした既往の見解

は，何れ，も偏狭であって，盾の一面を辛ふじて

注硯して居る観が深V・．交叉経路数から言へ

ば，前交連が重要であるが，織維数から見れ

ば，寧ろ後交蓮が重要覗されねばならなV・，

 而も此等の繊維群は，夫々別箇の細胞群から

心し，各e異る走行を示しつ製封側に移行する

もので’ ?ﾁて，決して一括集束して，盛る交連

の一部を占めて交叉するものではない．

 交連部を通過する繊維群の中，知毘二次経路

構成に關與する此等三群の織維は，その起始に

於ても，走行に於ても，終末部位に於ても，は

た叉その織維の太さに於ても，その機能の異る

が如く，全然異ったものである事は，久留i教授

の極めて明確に提示された所であるが，それら

が通過する交蓮をも異にすると言ふ事實は，極

めて興味深い所とせねばならない．

 交連部を通過する繊維として，余が確認した

もの以外に，二三二二げられて居る竜のがあ

る．比較的根篠の明かなものは，嚢に述べた如

く，    ！

 i）前索の縦走長繊維から分捜し，友白質内で

丁丁する狽丁丁の一部で，前丁丁を経て丁丁に：

到るもの（Kδ11ikcr 13），；第1圖（2）C）

 ii）側索と封側前索間を連絡する繊維（Schaffer

34），第1圖（2）E）である．

 前者は恐らく少数且細径であるべく，Cajal

氏鍍銀標本に於て，最：も複：雑な前交蓮通過織維

i ．85 ］
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群申之を識別する事は，極めて困難であらケと

思はれるが，余はGolgi氏鍍銀標本に於ても，

之に相野する所見を認め得なかった．Schaffer

34）の記載した織維に閉しても，余等の槍索は陰

性の結果を示した，氏の記載した如き繊維群

が，高等脊椎動物殊に入に於ても存在するか否

かはそれ自身未だ未決定であるが，若し存在す

るとすれば，比較的多数の太径の織維より成

b，前町蓮（氏の附圖T我fel IX：Fig． IVに依れ

ば友承前交連である．）を集束として通過する此

の種の繊維が，多数追試者に依つ℃看過される

繹はなV・のである．余の検索した門門見脊髄に

於ては勿論かNる繊維は認められなかった．

Schaffer 34）が此の織維の意i義を，後根繊維の二

種の交叉法の一に求めて居る如き黙に至って

は，：敏に論ずる便値を見出し難い．

結

 15例の人垢見這這のCajal及Golgi爾氏の

鍍銀法，並に髄鞘嚢生標本の畑鼠より，脊髄の

交連部を通過する織維群は，少くとも8群（白

前交連の1群，友白前交蓮の5群，後交連の2

群）に分類さるべき事が確認された．  ・

 此ゐ内5群の舞歌は，既に先進諸家に依って

記載を見た所に一致するが，他の3群に關して

は，今日迄十分確實な記載を見て居なV・・而も

此の3群こそ脊髄内交叉性上行性知畳二次輕路

の織凶報と見倣さるべきである．印ち．白前陣蓮

の1群は，腹内側脊髄覗丘路繊維に依り構成さ

れ，挙白前交連の1群は，薦髄延髄路（久留）の

交叉織甲骨で構成せられる．叉後交連の1群

論

は，Cajal 30）の所謂中間横行束繊維と前弧歌束

織維を綜合したものであって，背外側脊髄覗回

路の織維群に依り構成せられる．一

 斯くて前側索切断例拶脊髄の，詳細なる臨床

的並に病理解剖學的槍討より出獲せられた久留

教授の，「脊髄内で交叉し，軍側の前索乃至前

側索内を上行する知畳傳導二次維跨には本質的

に異る三経路を生別し得る」と言ふ所論は，余

の楡索からも新なる支持を受けた事となる。何

となれば此等三経路はその通過する交連を異に

するからである．

 欄題するに臨み，終始御懇篤なる御指導を賜り，御

校閲を平ふせる恩師久留敢授に深甚の謝意を表す．
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第1圖（1）

第2圖（1）

第3圖（1）

   （3）

第4圓（1）

第5圖（1）

第6山

臥7愚

臣8圖

第9圏

第10圖

第11圖

附

脊腿横断面に観る瀬経糠維群

後角内繊維絶

交連部通過繊維群の概観

圖

（2）

（2）

（2）

同模式野分類

同模式的分類

同模式的分類

新生児脊髄横断面（Cajalの著書より引用）

後交蓮通過繊維群 ’       （2） 同模式的分類

乱交蓮通過繊維群         （2）’同模式的分類

Cellulae posteromarginales所見

Nucleus intermedio－lateralis dorsalis大型細胞厨見

Nucleus proprius cornus posterioris所見

weiqert－Pal氏染色に依る各ケ月入盟児脊騰上部胸騰横閣〒面に観る腿鞘陰性像

Cajal及Golgi氏鍍銀標本所見と髄鞘嚢生標本所見の綜合模式圖

交連部通過繊維群，特に之と脊腿内交叉性上行性千畳傳導脛路との關係要圖

轟騨繭麟か』一 鮨プ。「tS＝A購瓢曼
ご二．

饗
難し�t環翻講1瓢虫で

t一．

☆トラコーマの角膜合併症に0．3～0．5ce球結膜下注射は特に浸

 潤や潰瘍に解し有効で重症パンヌスに30％ズ剤を同様注射し
 た塵アクチy“ ・一ルの方が溝i退カミ速かで脚力改善亀著しかった

☆慧性扁桃腺患者のヒヤリー円物に2ce局所注射1回で著効。

☆冑年平野李疵賛に3－5cc連日叉は隔日6－9回艀注、有効率

 77％，顔面に存在するものは特に有効。

幽幽織内被細胞の賦活を促画し面出使用するも副作用なく一一一

        （文献贈呈一本誌による旨衝附記下さい）

  スルフアミン翻では晃られぬ糊畢が得ら施ます

                          ぎ大阪髄畑町幽晦義血面諭武魯融東京・盛岡・札幌

㎏三 9

繍購難の鍵鍮’

   ノ                 ↑M．1

      【適 鷹 症］

’重症患者、恢復期患者被手獅患者
に謝する顯著な艦力の恢復、促進

高濫環境に於ける勢働能率の増進

早産兇、及び虚弱児童の艦力増強

母乳分泌不足、悪性貧血の治療
／

添弼は・鯉康にして新鮮な胎盤に含

まるる有効成分を狸掘な化學的礫作

で承溶性とせるもので、基礎代謝促

邉醐として廣範直な適用を賞用さる

    丈献進呈

〔包髪〕注射液2GC×10A 粉末 25瓦

新書費彊墨スメ島ン注射液

東泉興和化學名古屋一

劃
E 88 ）



中村論文附圖（1）

    第 1 圖 （1）

脊髄横断面に：観る紳経織一群
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7ケ月人胎兇脊臆．第5腰髄横鰍面．厚さ30μ．Caja1氏鑛銀標本，
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     第 1 圖 （2）

脊髄横断面内祠1経織維群の模式的分類

。・

臥・
 奮

許

i

rl

馴凝角
縮

鱗
鋸ヒ、

     5     ’縮

          A

禰 経 細 胞

 1 後角先端細胞群
 2 後角置有核細胞
 3 中聞層背外側大型細胞

 4 クラ門ク氏柱細胞
 5 後角交連細胞
 6 申間層内側核細胞
 7 前角外側群細胞
 8 前角内側群細胞

ノ

，、を L一’一

握経繊維群
A，蓮動性前根を構成するもの
：B．知畳性後根繊維

 a．中回暦外側核に終るもの（薦尾騰）

 b．Lissauer氏周邊域を上行するもの
 c．後角固有核に終るもの
 d．前角運動細胞に終るもの
 e，中間層内側部に終るもの
 f．クラーク氏柱に終るもの
 g．後角交連核に終るもの
 h．i．後索を上行し延髄に至るもの反
’  之を下行するもの
C．前索及側索の縦走長繊維より分進し，灰
  白質：内に終るもの

D．前角内側細胞群に護し，封側の前索に
  入るもの
E，側索と封側前索閲を連絡するもの
F．索細胞に護し，同側の白質に至るもの
G．索細胞に嚢し，封側の白質に至る屯の
  （余の梅索に依るもの）    ・



中村論文附圖（2）

稽ヒ走向を異にする細
径及中等径の繊維群

 第 2 圖 （1）

後 角 内 織維群

後角固有核に終
る後根終末繊維

後索

7ケ月人胎児脊艦

中

心
管

         前角運動細胞に終る後根終末繊維

上部薦驕横紙面．厚さ30Y． Cajal氏鑛銀標本断見

   第 2 圖 （2）

後角内繊維群の模式的分類

後根
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if， l if，
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彦，

銘
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後
索

中

心
管

a1，Nv a e，

bINb6

C1”vC3

’v

前角蓮動細胞に終る後根終宋

繊維群

後角固有核に終る後根終末繊

維群

膠様質外側牛部特に外側縁に

著明な細径及中等径の繊維群
（Cl）は（C3）に進み，濃密な

る細神経網中に入る．

（C2）は同檬の維群で膠檬質

内側縁に近く在り（C4）に進

む

C群は後根終末繊維には薦せ

しめ難い



中村論文附圖（3）
   第 3 圖 （1）

交蓮部通過織維群の概観

細径繊維 後索 申等径繊維

背側弧状群

申間横行群

腹側弧状群

細径繊維

申等径繊維

讐灘ミ撚
太径繊維
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ミく、
101

前索

N

：｛

毒

心
管

 7ケ月入胎児脊腿，腰髄下部横圏1面．Calal氏鑛銀標本所見

後交連を通過する繊維群は細径及申等径のものより成り，脊髄の全長を通じ略e同檬の形態を示す．

前交蓮のものは，各種の径のものより成り，その形態は部位により差があり，一般に複雑である．

   第 3 圖～（2）

交連部通過織維群の模式的分類
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心
以

後交連a，背側弧状群繊維
      b。申聞横行繊維
      c．腹側弧朕群繊維
灰白前身蓮 d．申心打の腹側縁に沿ひ，爾
       側中間層内側部聞を往來す
       る形に認められる少激の繊
       維群  ．
      e．9群の一部
      f．d群と9群との間に在り，
       略ヒ横行して交叉する繊維
       群（中部腰驕以下）
      g．前角内側の細胞群より護し
       ，茨白前交連の大部を占有
       して交叉し，封側の前索内
       背側端に入る，多激の繊維
       群
白前交連 h．白前交連を略ζ横行して交
       叉する繊維群

前索



中村論文附圖（4）

第 3 圖 （3）

     新生見脊髄横噺面．

（Cajal； Neue Darstellung von histologischen Bau des

   Centralnervensystems（1893）より輔載）

A

図鈍

鱗鞭蜩?粋ｻ璽。
      ・繍・謂’：：・

三多 牒

説
 1多；∫，・・

  二雛’

霧聾擾

膨％，

鯵ξ誓湯盤鰯

灘霧脳紗

前索

A；後弧状束繊維
C； 前弧状束繊維

B； 中闘横行東繊維

｛Caja1は後交連通過繊維群を，夫々封樗の部位に在るものを連償した一群とし，

三群に分類したが，余の分類と一見甚だ似た形を示して居る．
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  第 4 圖 （1）

後交連通過繊維群
後 索

 7ケ月入胎児脊髄．腰陥下部横断

面．Cajal氏鑛銀標本所見．

 申等径，細径繊維群共正申線附近

で急轄し？つ交叉し，中聞横行群繊

維は封側の腹側弧朕群繊維となる．

中心管

   第 4 圖 （2）

後交連通過繊維群の模式的分類

後 索
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a～a！ ?ﾒの謂ふ背側弧賦群繊維

b～b1 全 上 申間横行群繊維

。～c！ @全上腹側弧状群繊維
 aea！は後根終末繊維群の一部

で封側に移行するもの． b（b！）

は封側に移行するや。！（c）とな

 る。從ってb～c！（bノ～c）は

一系の繊維である．

前 索
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   第 5 圖 （1）

 前著蓮通過織維群

申心膜

 7ケ月入胎鬼脊髄．腰腿下部横雪

面．Cajal氏鑛銀標本所見

 前交遠の通過繊維群は太径，論語

径及細径の繊維群より成り梢ζ複維

な形態を示す．

前 索

    第 5 圖 （2）

前交矧通過織盤渉の模式的分類

後 索
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張
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前 索

↓憾演

．｝蟹il

乞～灘

磁

第1群；a～d，交蓮細胞より護し
       封側の前索内背側

       端に入る，多雨の

       太径繊維
第2群；e～e！ノ爾側中間層内側部

       聞を往時する形で

       交叉する少敷の細

       径繊維
第3群；f～f！，前二者の間に在り

       茨白前交連をWS it

       横行して交叉す’

       る，比較的少激の
       申等径繊維（申部
       腰腿以下に著明）

第4群；b～bノ，白前交蓮を略ζ横

       行して交叉する，

       少数の中等径繊維
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    第  6  圖

Cellulae posteromarginales所見

網様平群 先端群 内側群

 7ケ漫吟胎児脊臆．影野下部横圏1

面．Golgi氏迅速鑛銀標本（100＃）

所見

 細胞は錐腿，星朕，紡纏の轡形を

示す．此等より護する神経突起は何

れもRolando酒精檬質を腹側に向
ひ通過する態勢に在り．特に網檬織

群反先端群よりの大多激のものは膠

檬質：の外牛側を，内側群よりの少数

のものは寧ろ鰺檬質内側縁寄りに之

を通過する如くである．

Gierke氏細胞

第 7 圖

Nucleus intermedio－lateralis dorsalis大型細胞所見

’一”秩gK’一”’一

：一．一．．3・

 7ケi月人胎児脊騰．薦挙上部横鰍

面．Golgi氏迅速野冊標本（100Pt）

所見

 細胞は稽ヒ偏李な星状乃至紡纏形

の大型のもので，二二以下で初めて

著明に出現し，その諏経突起は何れ

も腹内側に進み，前交連方向に向
ふ．
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第  8 圖

Nucleus proprius cornus posterioris所見
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 7ケ月人胎児脊髄．腰髄西部横断
 もミ

面．Golgi氏迅速郡司標本（100，Pt）

所見

 細胞は星状で，その沸経突起は何

れも腹内側に進む

第  9 圖

Weigert－Pa1氏染色に依る各ケ月人士見脊髄上部胸髄横断面に：観る髄鞘陰性像

7・月、・・1灘
   1，？i，， 1．Y NgiileeSl ／ Pys

醗屡

鷹轟
        ？

8ケ月

a鷲     週                書

   獣，9，；箆 蓑

．パ馨難

9ヶ月 嚢、叢
譲三

子

鞍ド
  雛灘緊

＠

軋

10ケ月

B穫藝

緩詠
四四

 最も著明な騰鞘陰性の部位は，

Pys（錐醗側索路）及Pyv（悪罵前

索路）である．所謂前側索部の髄鞘

陰性像は，胎生月激の増加と共に狡

小となるが，此の範團は大部分脊髄

性知畳傳導へ次経路群を以て占めら

れる部位で，10ケ月で伺陰性像を呈

する部位は恐らく薦髄延髄路（久留）

の占むる所であら5．
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            第  10： 圖

Cajal及Golgi氏鍍銀標本所見と髄鞘獲麟標本所見の綜合模式圖

                              Golgi氏鑛銀標本所見

                               Cp． Cellulae posteromarginales

                                 Nimld． Nucl． intermedio－

                                 lat． dors．
                               Npcp． Nucl． prop． corn． post．

                              Caja1氏鑛銀標本所見

                               a：後交連を通る細径及乙鳥径

                                  繊維より成る有力な交叉繊
                                  維群
                               a！：後角内の後根終末繊維と詔

                                  め難い，細径及中等径繊維

                               b： 脚部腰腿以下に著明な，中
                                  聞暦外側部より由刺し，i封

                                  側の前側索に至ると認めら

                                  れる，比較的少数の申等径
                                  繊維群
                               c ： 後角基部に由來し，白前交

                                  連を交叉して封側の前索側
                                  方部に至る少数の中等径繊・
                                  維群

腿鞘護生標本所見 所謂前側索，髄鞘陰性の部分（1，1工，III）は脊髄性上行性知畳傳導 次経路群の占

        むる部位で，特に（1【）は薦髄戦陣路（久留）の占むる所であらう．此の所見から容易に

        Cp－aノーa一（1！），、：Nimld－b一（Il）及Npcp－c一（旺1）縄路の存在が想像される．

               第  11 圖

交連：部通過繊維群・特に之と脊髄内交叉性上行機知畳野禽経路とρ二郷要圖
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A， Ce’ 撃撃浮撃≠?posteromarginales

B． Nucleus intermedio－lateralis

  dorsalis

C． Nucleus proprius cornus pos－

  terioris

a．削角交蓮細胞，封側前二間繊維
．aノ。、 aに属するものの一部

b．中間層内側核へ後根終末繊維の

  ・一部上側移行繊維

。，クラーク氏柱細胞及後角交蓮細

  胞へ後根終末繊維の一部封側面

  行繊維

脊髄内交叉性上行性知畳傳導経路．

    前交連牌四脚鞭欝粥慧菱菱〕（申部腰髄以下）   ｛

    後交蓮Tspthdl（背外側脊腿覗丘路）灰白後交蓮交叉

註．灰白前交連には此の外錐騰路に正する2群を墨げねばならないが本四には省略した．


